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現状における問題点、課題 目　　　標 目標達成に向けた具体的な取組み内容
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1 25

思いや意向を把握し、利用者のニーズに沿ったケアや
生活環境を提供することで不安や不穏を軽減し、楽しみ
を増やしたい。　また、利用者個々の残存機能を活かし
た支援が、より一層できればと考える。

利用者様の思いや希望を職員全員が把握し、利用者
個々の思いや希望、うれしく思うこと、生きがいを感じて
いる事などができるように支援する。

①日頃から利用者様との有効なコミュニケーションを取
ることで思いや希望を理解する。
②ケア記録への記載以外にも、”気づきノート”を活用
し、利用者様の思いをメモに取る（より多く情報収集す
る）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③会議等で情
報共有・計画し、生活（行事・レク）やケアに実践する。
④残存機能を活かした支援についても、利用者に意向
を確認しながら、出来ることを職員間で検討・支援する
ことで生きがい・楽しみを増やして頂く。

令和元年　12/1　～
令和二年　11/30

2 4
運営推進会議には地域の方や入居者家族の方も参加
されているが、顔ぶれがマンネリ化している部分もあ
る。行事等においても家族に積極的に参加してほしい。

全家族に対して運営推進会議や家族会・行事の参加を
呼びかける。

①運営推進会議においては、より多くの方の参加を呼
びかけるため、家族の方全員に、参加の案内を送付す
る。　　　　　　　　　　　　　　　　②また、家族会の企画・
開催を定期的に行い、家族と親睦や理解を深めるよう
に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③行
事等は家族の希望日に配慮できるように、早めに計画
し案内を送付する。

令和元年　12/1　～
令和二年　11/30

２、目　標　達　成　計　画

事業所名　　　　　グループホーム　田苑

作　成　日　　令和元年　１２月　１日


